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70歳以下の急性前骨髄球性白血病

ＡＴＯ療法

C-1 2009.12.11 アントラサイクリン禁忌の
高齢者急性骨髄性白血病

ＣＡ±Ｇ療法 C-1

AML　９７ A-1

65歳以下の一次治療
（現在寛解導入は　ＡＭＬ201寛解導入療
法で行っている）
66－69歳は減量を検討
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